
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用済みオムツや生ゴミなどの廃棄物を処理するための廃棄物処理装置であって、廃棄
物を投入する投入部が設けられた収納本体を有し、この収納本体には

筒状の包み部材

包み部材は
該包み部材内に前記投入部から投入される廃棄物が収納されるように構成されており、こ
の包み部材に廃棄物を収納した後、該包み部材の廃棄物収納位置より上方の部位を止着す
る適宜な止着手段が設けられ

ことを特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の廃棄物処理装置において、前記包み部材は、前記適宜な止着手段により
止着された止着部が次の廃棄物を収納する廃棄物収納部の底部となるように構成された連
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前記投入部に連設さ
れ底部に孔部が形成された有底筒状部が設けられ、この有底筒状部には を
収納する包み部材収納体が着脱自在に設けられ、この包み部材収納体は、外筒部と内筒部
と底部とから成り前記包み部材がこの外筒部と内筒部と底部とで形成された空間に蛇腹状
に折り畳み収納される平面視環状の容器部材と、この容器部材の内筒部の上部開口縁に設
けられる環状板材とで構成され、この環状板材の外縁は外筒部の上部開口縁に届かず間隔
が形成されて前記容器部材に収納された前記包み部材を外部に引き出すための引出し口が
設けられ、この引出し口から引き出された前記包み部材は前記環状板材の上面を通過して
内筒部の筒孔で構成される包み部材通過部及び前記孔部を通過して前記有底筒状部の下方
に引き出されるように構成されており、この包み部材収納体から引き出された

、前記止着手段により止着された止着部の間に廃棄物が収納
された連続体が得られる



続する筒体であることを特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項３】
　請求項１，２いずれか１項に記載の廃棄物処理装置において、前記包み部材は合成樹脂
製であり、また、適宜な止着手段は熱融着手段であることを特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項４】
　請求項３記載の廃棄物処理装置において、前記熱融着手段は包み部材に巾方向の熱融着
部を形成するように構成されていることを特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項５】
　請求項３，４いずれか１項に記載の廃棄物処理装置において、前記熱融着手段は、前記
包み部材を挟持する挟持部を有し、この挟持部には発熱体が設けられたものであることを
特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項６】
　請求項５記載の廃棄物処理装置において、前記挟持部は接離移動自在に対設される第一
挟持部及び第二挟持部により構成され、この第一挟持部及び第二挟持部夫々の対向内面の
うちの一方には発熱体が設けられ、他方には柔軟体 12が設けられていることを特徴とする
廃棄物処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、使用済みオムツや生ゴミなどの廃棄物を処理するための廃棄物処理装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
　従来から、廃棄物を処理するための廃棄物処理装置、例えば幼児用の使い捨てオムツを
処理するオムツ処理器として、特開２００２－２２６００３号（以下、従来例）が提案さ
れている。
【０００３】
　この従来例は、シリンダとコンテナとで囲まれた環状領域に、管状コアからなるパッケ
ージ収容手段としてのパックが回転可能な状態で配置された構造であり、このパックから
引き出し自在に収納された可撓性チューブ内にオムツを収納してパックを回転させること
で可撓性チューブを捩じり、順次この工程を繰り返すことで、ソーセージのような連続し
た状態で該可撓性チューブ内に廃棄物を一区画ずつ分けるようにして包装（パッケージン
グ）していくものである。
【０００４】
　しかし、この従来例は、その構造上、可撓性チューブを捩じることで他の部位と分離さ
せる構造である為、この捩じり部が元に戻り、廃棄物の匂いが漏れたり液漏れをしたりす
る場合があって不衛生であり（最上部のパッケージ部分の捩れ部が元に戻ると匂い漏れや
液漏れが生じる。）、特に、コンテナからパッケージングされたオムツを取り出す際、最
上部の捩れ部の上方をカッターや鋏で可撓性チューブを切断した場合には、該捩れ部が元
に戻り、開放してしまう場合があるとともに、次に使用すべく、可撓性チューブの下端（
切断部）を結束するなどしなければならない。
【０００５】
　本発明は、上述の問題点を解消し、極めて商品価値の高い画期的な廃棄物処理装置を提
供する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００７】
　使用済みオムツや生ゴミなどの廃棄物１を処理するための廃棄物処理装置であって、廃
棄物１を投入する投入部３が設けられた収納本体２を有し、この収納本体２には
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前記投入



筒状の包み部材４

包み部材４は該包み部材４内に前記投入部３から投入される廃棄物１
が収納されるように構成されており、この包み部材４に廃棄物１を収納した後、該包み部
材４の廃棄物収納位置より上方の部位を止着する適宜な止着手段７が設けられ

ことを特徴
とする廃棄物処理装置に係るものである。
【０００８】
　また、請求項１記載の廃棄物処理装置において、前記包み部材４は、前記適宜な止着手
段７により止着された止着部６が次の廃棄物１を収納する廃棄物収納部の底部となるよう
に構成された連続する筒体であることを特徴とする廃棄物処理装置に係るものである。
【０００９】
　また、請求項１，２いずれか１項に記載の廃棄物処理装置において、前記包み部材４は
合成樹脂製であり、また、適宜な止着手段７は熱融着手段７であることを特徴とする廃棄
物処理装置に係るものである。
【００１０】
　また、請求項３記載の廃棄物処理装置において、前記熱融着手段７は包み部材４に巾方
向の熱融着部６を形成するように構成されていることを特徴とする廃棄物処理装置に係る
ものである。
【００１１】
　また、請求項３，４いずれか１項に記載の廃棄物処理装置において、前記熱融着手段７
は、前記包み部材４を挟持する挟持部８を有し、この挟持部８には発熱体９が設けられた
ものであることを特徴とする廃棄物処理装置に係るものである。
【００１２】
　また、請求項５記載の廃棄物処理装置において、前記挟持部８は接離移動自在に対設さ
れる第一挟持部 10及び第二挟持部 11により構成され、この第一挟持部 10及び第二挟持部 11
夫々の対向内面 10ａ， 11ａのうちの一方には発熱体９が設けられ、他方には柔軟体 12が設
けられていることを特徴とする廃棄物処理装置に係るものである。
【００１３】
【発明の作用及び効果】
　本発明は、廃棄物１を収納本体２に設けた投入部３から投入すると、廃棄物１は筒状の
包み部材４内に収納され、この廃棄物１が収納された包み部材４を適宜な止着手段７によ
り止着する。
【００１４】
　従って、前述した従来例のような捩って袋の口を閉じる構成ではないから、廃棄物１の
匂い漏れや液漏れは確実に解消されることになり、非常に衛生的に廃棄物の処理が行われ
ることになる。
【００１５】
　以上のように、本発明は、従来にない画期的な作用効果を発揮し、極めて商品価値の高
いものになる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
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部３に連設され底部 17ａに孔部 17ａ’が形成された有底筒状部 17が設けられ、この有底筒
状部 17には を収納する包み部材収納体 18が着脱自在に設けられ、この包
み部材収納体 18は、外筒部 19ａと内筒部 19ｂと底部 19ｃとから成り前記包み部材４がこの
外筒部 19ａと内筒部 19ｂと底部 19ｃとで形成された空間に蛇腹状に折り畳み収納される平
面視環状の容器部材 19と、この容器部材 19の内筒部 19ｂの上部開口縁に設けられる環状板
材 20とで構成され、この環状板材 20の外縁は外筒部 19ａの上部開口縁に届かず間隔Ｓが形
成されて前記容器部材 19に収納された前記包み部材４を外部に引き出すための引出し口 18
ａが設けられ、この引出し口 18から引き出された前記包み部材４は前記環状板材 20の上面
を通過して内筒部 19ｂの筒孔で構成される包み部材通過部 18ｂ及び前記孔部 17ａ’を通過
して前記有底筒状部 17の下方に引き出されるように構成されており、この包み部材収納体
18から引き出された

、前記止着
手段７により止着された止着部の間に廃棄物１が収納された連続体が得られる



　 図示したものであり、以下に説明する。
【００１７】
　 施例は、廃棄物１（使用済みの使い捨てオムツ）を処理するための廃棄物処理装置
であって、廃棄物１を投入する投入部３が設けられた収納本体２を有し、この収納本体２
には筒状の包み部材４が設けられ、この包み部材４は該包み部材４内に前記投入部３から
投入される廃棄物１が収納されるように構成されており、この包み部材４に廃棄物１を収
納した後、該包み部材４の廃棄物収納位置より上方の部位を止着する適宜な止着手段７が
設けられたものである。
【００１８】
　尚、本実施例は、廃棄物１として幼児用の使い捨てオムツを対象としているが、その他
にも例えば成人用オムツや一般家庭の台所から出る生ゴミなどを対象としても良い。
【００１９】
　以下、本実施例に係る構成各部について詳細な説明をする。
【００２０】
　収納本体２は、上部開口部を有する容体部２Ａと、この容体部２Ａの上部開口部に着脱
自在に設けられる閉塞部２Ｂとで構成されている。
【００２１】
　容体部２Ａは、図１に図示したように適宜な合成樹脂製の部材をボックス状に形成した
ものであり、後述する包み部材４で廃棄物１がパッケージング処理された状態のものが所
定量収納されるように構成されている。
【００２２】
　また、容体部２Ａは、その上部開口部の近傍位置にして左右対向位置に閉塞部２Ｂを係
止連結する為のバックル 13が設けられ、更に、この容体部２Ａの上部開口部所定位置には
包み部材４を挿入する溝が設けられ、この溝には包み部材４を切る為のカッター部 28が設
けられている。
【００２３】
　閉塞部２Ｂは、図１に図示したように適宜な合成樹脂製の部材で形成したものであり、
ドーム形状のケーシング部材 14と、このケーシング部材 14の下部に連設され、前記容体部
２Ａの上部開口部に載置される板状の基部材 15とで構成されている。
【００２４】
　ケーシング部材 14は、その上部に開閉蓋 16付きの開口部 14ａが設けられており、この開
口部 14ａは廃棄物１を投入する為の投入部３として構成されている。
【００２５】
　また、ケーシング部材 14は、上部開口部 14ａに連設する有底筒状部 17が一体形成されて
おり、この有底筒状部 17の底部 17ａの中央位置には孔部 17ａ 'が形成されるとともに、こ
の有底筒状部 17内に包み部材４を収納した包み部材収納体 18が配設されている。
【００２６】
　この包み部材収納体 18は、図２，３に図示したように適宜な合成樹脂製の部材を形成し
たものであり、外筒部 19ａと内筒部 19ｂと底部 19ｃとから成り、合成樹脂（ＰＥ）製の筒
状の包み部材４が蛇腹状に折り畳み収納される平面視環状の容器部材 19と、この容器部材
19に係る内筒部 19ｂの上部開口縁に着脱自在に載置係止される環状板材 20とで構成されて
いる。尚、包み部材４は可撓性を有する合成樹脂製の筒体であって、その上端が開口して
いるものや、予め上端が閉塞しているものがある。
【００２７】
　この環状板材 20は、その外縁が容器部材 19に係る外筒部 19ａの上部開口縁までには届か
ず、所定の間隔Ｓが形成されるように構成されており、この間隔Ｓは、容器部材 19に収納
された包み部材４を外部に引き出すための引出し口 18ａであり、この引出し口 18ａから引
き出された包み部材４は環状板材 20の上面を通過した後、内筒部 19ｂの筒孔で構成される
包み部材通過部 18ｂを通過して下方に引き出すことができるように構成されている。
【００２８】
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図面は、本発明の一実施例を

本実



　符号 14ｂは、容体部２Ａに設けたバックル 13が係止するバックル係止 21は後述する
熱融着手段７の作動を示すＬＥＤを視認し得るＬＥＤ視認部 21ａを有し、操作レバーの指
掛けを良好にする指掛け凹部である。
【００２９】
　基部材 15は、図４，５に図示したように、周縁部に容体部２Ａの上部開口部に載置係止
される係止段部 15ａが形成されるとともに、中央部に所定径の孔部 15ｂが形成されている
。
【００３０】
　この孔部 15ｂは、前述した包み部材４を通過させるためのものである。
【００３１】
　また、基部材 15には包み部材４に熱融着部６を形成する為の熱融着手段７が設けられて
いる。
【００３２】
　この熱融着手段７には、包み部材収納体 18から供給される包み部材４を挟持し得る挟持
部８が設けられ、この挟持部８には発熱体９が設けられており、この挟持部８で包み部材
４を挟持せしめた際、この包み部材４を熱融着することで該包み部材４の巾方向に熱融着
部６を形成し得るように構成されている。
【００３３】
　具体的には、前記挟持部８は、第一挟持部 10と、この第一挟持部 10に対して接離移動自
在に対設される第二挟持部 11とで構成されている。
【００３４】
　第一挟持部 10は、基部材 15の上部正面側位置にして孔部 15ｂの近傍位置に長尺部材 22を
横設して構成されており、この第一挟持部 10の内面にして第二挟持部 11との対向内面 10ａ
に発熱体９（電熱線）が付設されている。
【００３５】
　この発熱体９は、基部材 15に設けた図示省略の電気回路に接続され、スイッチのＯＮ操
作により電流が流れることで発熱する。尚、この電気回路は、収納本体２から延設される
図示省略の電気コードを介して電気が導入され、スイッチがＯＮ状態となって電流が流れ
た後、暫く（約１秒）してから自動的に電流の流れが停止する構造であり、また、この電
流が流れている間は基部材 15の正面に設けられたＬＥＤ 23が点灯するように構成されてい
る。
【００３６】
　第二挟持部 11は、基部材 15の上部背面側位置にして孔部 15ｂの近傍位置に長尺部材 24を
横設して構成されており、この第二挟持部 11は、その左右両端部に基部材 15の左右両側に
形成されたガイド部 25に沿ってスライド移動する平面視コ字状の操作レバー 26に連設され
ている。従って、この操作レバー 26を引いたり押したりすることで、第二挟持部 11は孔部
15ｂの上方を横切るようにして第一挟持部 10に対して接離移動することになり、この操作
レバー 26の引き操作によって第一挟持部 10と第二挟持部 11とで包み部材４を挟持した際、
前述した電気回路のスイッチがＯＮ状態となる。
【００３７】
　また、第二挟持部 11は、その内面にして第一挟持部 10との対向内面 11ａに適度な柔軟性
を有して長尺の柔軟体 12（シリコンゴム）が付設されており、この柔軟体 12は、第一挟持
部 10とで包み部材４を挟持した際、弾性を有する故に発熱体９による熱融着が良好に行わ
れることになる。
【００３８】
　また、第二挟持部 11は、その両端部にして操作レバー 26との連設部に発条 27が配設され
ており、この発条 27は、第二挟持部 11を第一挟持部 10の方向へ付勢するように構成されて
いる。従って、この発条 27によっても発熱体９による熱融着が良好に行なわれることにな
る。
【００３９】
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部、



　以上の構成からなる本実施例に係る廃棄物処理装置を利用した廃棄物の処理工程につい
て説明する。
【００４０】
　予め、包み部材収納体 18に包み部材４を配設しておく。この包み部材４は上下両端が開
口した長尺筒体を下端から上端へ蛇腹状に折り畳んで配設しても良いし、下端のみが開口
した長尺筒体を下端から上端へ蛇腹状に折り畳んで配設しても良い。前者の場合は、筒体
の上端を包み部材収納体 18から下方へ引き動して最初に熱融着して使用し、後者の場合は
、筒体の上部（天部）内面を包み部材収納体 18から下方に引き動してそのまま使用する。
【００４１】
　まず、投入部３から廃棄物を投入すると、廃棄物１は包み部材４内に収納される（この
際、予め包み部材４の下方位置には熱融着による底（熱融着部６）が既に形成されている
ようにする。）。
【００４２】
　続いて、熱融着手段７に係る操作レバー 26を引き操作して挟持部８に係る第一挟持部 10
と第二挟持部 11とで包み部材４を挟持させることで、該包み部材４に熱融着による熱融着
部６を形成する。この際、形成される熱融着部６は次の廃棄物１を収納する廃棄物収納部
の底となる。
【００４３】
　この作業を順次繰り返し行うことで、包み部材４に形成される一の熱融着部６と他の熱
融着部６との間に廃棄物１がパッケージングされたものが連続した状態で収納本体２内に
収納されることになる。
【００４４】
　その後、収納本体２内から取り出す際には、閉塞部２Ｂを左右のバックル 13を解除して
容体部２Ａから取り外し、この状態でカッター部 28を利用して包み部材４をカットする（
この包み部材４をカットした後、次に廃棄物１を処理することに備えて予め熱融着手段７
により熱融着部６を形成しておくことが望ましい。）。尚、包み部材４のカットはカッタ
ー部 28を使用しなくても鋏で切るようにして良い。
【００４５】
　本実施例は上述のように構成したから、前述した従来例と異なり、熱融着により密閉で
きる為、廃棄物１の匂い漏れや液漏れは確実に解消されることになり、非常に衛生的に廃
棄物の処理が行われることになる。
【００４６】
　また、本実施例は、熱融着手段７に係る挟持部８を構成する第一挟持部 10及び第二挟持
部 11夫々の対向内面 10ａ， 11ａのうちの一方に発熱体９を設け、他方に柔軟体 12を設けた
から、確実に一方に設けた発熱体９に対して他方に設けた柔軟体 12が押圧することで良好
な熱融着が行なわれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　 施例を示す斜視図である。
【図２】　 施例に係る要部を説明する斜視図である。
【図３】　 施例に係る要部を説明する断面図である。
【図４】　 施例に係る要部を説明する斜視図である。
【図５】　 施例に係る要部を説明する斜視図である。
【図６】　 施例に係る要部を説明する側断面図である。
【図７】　 施例に係る要部を説明する側断面図である。
【図８】　 施例の使用状態説明図である。
【図９】　 施例の使用状態説明図である。
【図１０】　 施例の使用状態説明図である。
【図１１】　 施例の使用状態説明図である。
【符号の説明】
　１　廃棄物
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　２　収納本体
　３　投入部
　４　包み部材
　６　止着部
　７　止着手段・熱融着手段
　８　挟持部
　９　発熱体
　 10　第一挟持部
　 10ａ　対向内面
　 11　第二挟持部
　 11ａ　対向内面
　 12　柔軟体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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17 有底筒状体
17ａ 底部
17ａ’ 孔部
18 包み部材収納体
18ｂ 包み部材通過部
19 容器部材
19ａ 外筒部
19ｂ 内筒部
19ｃ 底部
20 環状部材



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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